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平成２４年５月定例教育委員会会議録 

 日      時  平成２４年５月２２日（火）  午後１時３０分～３時１０分 

 場      所  秦野市立南が丘公民館セミナー室 

 出席委員 
 委員長 望月 國男  委員長職務代理者 加藤  剛 

 委 員 髙槗 照江  委 員 内田 晴久  教育長 内田 賢司 

 欠席委員  なし 

 委員以外 

 の出席者 

教 育 部 長 水野 和成 

教 育 部 参 事 大津 道雄 

教育総務課長 山口  均 

学校教育課長 大津  操 

教育指導課長兼 

教育研究所長 杉山 哲也 

 

生涯学習課長 横溝 昭次 

図 書 館 長 石井 勇次 

公民館担当課長 井手 則夫 

教育総務課課長補佐(庶務担当) 入野 義郎 

教育総務課庶務班主事補 川﨑 倫明 

 傍聴者  ３名 

 会議次第 

５月定例教育委員会会議 

 

日 時 平成２４年５月２２日（火）     

午後１時３０分           

場 所 秦野市立南が丘公民館セミナー室  

 

次     第 

１ 開  会 

２ 前回会議録の承認 

３ 教育長報告及び提案 

(１)平成２４年６月の開催行事等について 

(２)平成２３年度秦野市一般会計予算継続費逓次繰越について 

(３)平成２３年度秦野市一般会計予算繰越明許について 

(４)平成２３年度財団法人秦野市学校建設公社経営状況について 

(５)平成２４年度園児・児童・生徒数及び学級数について 

(６)学校給食の放射性物質検査の結果等について 

(７)第１回いじめを考える児童生徒委員会の開催結果について 

(８)平成２４年度教科書展示会について 
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(９)平成２４年度教育研究所研究員委嘱式について 

(10)平成２４年度広域連携中学生交流洋上体験研修について 

(11)第２５回夕暮祭短歌大会（応募状況等）について 

４ 議案 

(１)議案第１０号 平成２５年度に秦野市立小学校及び中学校で使用

する教科用図書の採択方針について 

５協議事項 

(１)平成２４年度教育委員会教育行政点検・評価について 

６ その他 

７ 閉  会 

 

 会議資料  別紙のとおり 

 

望月委員長 それでは、ただいまから５月定例教育委員会会議を開会いたし

ます。 

お手元の会議次第に沿って進めさせていただきます。 

それでは最初に、「教育長報告及び提案」について、お願いい

たします。 

教育長 まず冒頭、金環日食の関係で、昨日、各幼稚園、小学校が始業

時間を１時間遅くし、子どもたちの集団登校を含め、安全確保の

ための対応をいたしました。 

当日は、警察及び交通安全協会を含め、ご支援、ご協力をいた

だき、警察車両が１５台、市の青いランプがついたパトロールカ

ーが４台、安全協会が２台、計２１台の車両を動員していただき、

交通規制、交通要所のパトロールの対応をしていただきました。

おかげさまで、特に事故もなく全員が登校できた状況でした。警

察署には、担当部長がお願い及びお礼に伺っております。 

昨日のニュースを聞きますと、全国的な傾向として自動車の追

突事故が多発したということがありましたので、子どもの安全確

保という面では、警察署を含め、感謝しなくてはいけないと思っ

た次第でございます。 

それでは、６月の開催行事について報告をさせていただきます。 

まず、６月１日でございます。各校１名いる教育相談コーディ

ネーター担当者は、通常級在籍の支援が必要な児童生徒への支援

ということで、担当者会を開催いたします。 

６月４日、第２回教育セミナーは、各校１名いる社会科担当が、

社会科資料集の編集を含め、その説明と活用についての研修会を

行います。 
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第２回定例会ですが、６月７日開会、２８日閉会でございます。

現時点で、６月７日が開会、１１日が議案審議、１２、１３、１

４が一般質問という予定でございます。 

１２日と２６日は、月２回のブックスタート事業、７カ月児健

診の会場で保護者を対象に絵本の楽しみ方をお伝えするというこ

とで、例月実施しているものでございます。おおむね５０名から

８０名ぐらいの方がおいでになる状況でございます。 

６月１５日、教科書の展示会でございます。これについては、

既に昨年、中学校の教科書の採択をお願いしましたが、毎年、採

択という手続を踏むということで、展示会を行います。本町幼稚

園内の秦野分館、これは中地区教科書センターの秦野分館という

位置づけでございますが、そちらで行っているということでござ

います。 

６月１８日から２５日、図書館の資料特別整理期間ということ

で、これも例年行っていますが、休館し、蔵書の状況をすべて確

認する作業を行います。職員が全員で点検を行います。 

６月２１日、教育訪問、鶴巻中学校でございます。情報交換を

含め、管理上の問題について協議をさせていただきます。これに

ついては、教育委員のご都合がつけば、出席をぜひお願いしたい

と思います。 

６月２２日、定例教育委員会会議の予定でございます。 

６月２９日、本町小学校の学校訪問でございます。 

私からは、６月の開催行事については以上でございます。それ

以降については、各担当の部長、課長から説明をさせます。よろ

しくお願いいたします。 

 教育総務課長 私からは、次第（２）から（５）まで、教育総務課関係のご説

明をさせていただきます。 

まず、次第（２）の「平成２３年度秦野市一般会計予算継続費

逓次繰越について」でございます。お手元にお配りをさせていた

だいております資料№２でございます。本町中学校校舎の改築事

業に伴い、平成２２年度当初予算で、平成２２年度から２４年度

までの３カ年の総額１４億１，７７０万円の継続費の設定をさせ

ていただきました。その中で、新校舎については、平成２３年７

月に完成をしております。現在、昇降口棟を昨年度から建築し、

今年７月に完成を予定しています。それ以外に、外構の工事や附

属の建物の工事を平成２４年度に行う予定になってございます。

その中で、平成２３年度の年割額、６億３，８３８万円でござい

ますが、この予算額に対して５億１，００７万１，６０１円の残
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額が生じてございます。これを平成２４年度に逓次繰越をするも

のでございます。 

計算書については、先ほどお話しした平成２４年度の逓次繰越

額ということで、後ろから２項目に５億１，００７万１，６０１

円の繰り越しをいたします。平成２４年度当初予算は９，２９２

万円を予算に計上しておりますので、２４年度予算現額は約６億

３００万円の予算になります。実際には６億円までは使いません

が、会計のルールで、継続費の設定の場合は、残金については翌

年度に順次繰り越し、最終年で精算をすることになりますので、

２４年度末で精算をすることになります。 

続きまして、資料№３でございます。「平成２３年度秦野市一

般会計予算繰越明許について」でございます。これは、渋沢小学

校の耐震補強工事でございます。国の補助金を前倒しで確保する

ような部分もございました。平成２３年３月に補正予算を設定し、

予算計上を平成２３年度にしてございます。その１億３，０４０

万円について繰越明許費として設定をしてございますが、その繰

越計算書も６月議会に報告をさせていただくものでございます。

この耐震工事については、設計を終え、入札にかけている状況で

す。耐震工事でございますので、７月、８月の夏休み期間中に工

事を行い、２学期から完成した校舎で授業を行う予定でおります。 

続きまして、資料№４でございます。「平成２３年度財団法人

秦野市学校建設公社経営状況について」でございます。財団法人

秦野市学校建設公社については、学校の改修・修繕を市から委託

を受けて実施している財団法人でございます。この経営状況につ

いては、地方自治法の規定により、市が出資し、その借入金、利

子の債務を保証・負担する法人は、経営状況を議会に毎年報告す

ることが規定されております。そのため、６月議会に、平成２４

年度の事業計画書・予算書及び平成２３年度の事業報告書及び決

算報告書を報告するものでございます。 

概要でございますが、３ページに平成２４年度の公社の事業計

画書がございます。中段２番の事業内容に、「（１）校舎等改修

事業」として、アからナまで今年度実施を予定してございます。

事業費は総額３億円でございます。 

もう一つ、公社の事業は、事業費を借り入れし、その債務を金

融機関に返すことがございますので、それが５ページ「（２）負

担金対象事業」については、市から負担金をいただき、事業資金

の元金及びその利息を金融機関に償還することで、アからソまで

総額で２億３５６万７，０００円を償還するものでございます。 
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平成２３年度の決算の事業報告書でございますが、２１ページ

でございます。２３年度においては、改修事業として、南小学校

の内部改修外、合計２１事業を実施し、市内小中学校２２校のう

ち１６校、幼稚園１４園のうち６園の改修工事を施工してござい

ます。中段にございます校舎等改修事業費で、それぞれアからナ

まで実施をさせていただきました。予算額３億５，０００万円で

ございましたが、総額で３億２，６３３万６，０２５円という事

業費でございました。同様に、負担金の対象事業で、事業資金の

元金・利息の金融機関への償還でございます。合計２億１，９０

９万９，６００円を返済しました。これと同じものを６月議会に

報告をさせていただきます。 

続きまして、５番目「平成２４年度園児・児童・生徒数及び学

級数について」でございます。私からは、幼稚園の部分をご説明

させていただき、児童・生徒については、学校教育課長からご説

明させていただきます。 

それでは、幼稚園の、資料№５「平成２４年度の園児及び学級

数について」でございます。既に４月定例教育委員会会議のとき

に状況をご説明させていただいてございます。平成２４年５月１

日現在ということで、最終的な２４年度の人数及び学級は５月１

日を基準にして報告・統計等を行いますので、この数字が今年度

の幼稚園の園児・学級数になります。 

左側の区分ですが、４歳児については、人数６４４名、それに

統合園児も含めて６７５名、前年に比べて６４名のマイナスでご

ざいます。５歳児については、統合園児の２９名を合わせ、７５

３名で、反対に前年より６１名増えてございます。合計では、平

成２３年度の１，４３１名に対しまして１，４２８名と３名減で

ございます。前回ご報告したときは前年に比べて２名の減でした

ので、４月に比べて４歳児が１名減り、前年度に比べて３名減と

いうことでございます。合計欄の右側に、増減の内訳として、園

別の増減を書いてございます。特に大きな増減は、本町幼稚園が

１３名増、反対にしぶさわ幼稚園が１５名減でございます。 

学級数については、４月の時点の報告と同様でございますが、

４歳児は２４クラス、前年に比べて５クラス減、５歳児は２８ク

ラスで５クラス増です。合計では５２クラス、昨年と同じクラス

数になってございます。裏にまた各園別の表がございます。一番

右側に就園率を見ていただくと、４歳児は５０．３％、５歳児は

５３．７％、合計で５２．１％、要するに、市内の４歳、５歳児

の５２．１％が秦野市立の幼稚園に通っている状況でございます。 
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 学校教育課長 それでは、私からは、資料№５の２枚目の「平成２４年度児童・

生徒数及び学級数について」、ご説明をさせていただきます。 

５月１日現在の児童・生徒数、学級数でございますが、先ほど、

教育総務課長が申し上げましたように、５月１日で確定というこ

とになります。 

まず、小学校普通学級でございますが、児童数は８，３３８名、

学級数は２６３学級で、４月２０日にご報告させていただいた時

点より３名増加しておりますが、学級数については変更がござい

ません。 

続いて、中学校普通学級でございます。生徒数は４，２４９名、

学級数は１２１学級で、４月２０日にご報告させていただいた時

点より２名増加しておりますが、同じく学級数は変わりございま

せんでした。 

特別支援学級でございますが、４月にご報告させていただいた

数値と全く変わりはございません。小学校は１９１名（３６学級）、

中学校は８６名（２２学級）でございます。 

その下の外国人在籍者数でございますが、小学校は１９４人と

変更ございません。中学校は、本町中学においてブラジル国籍の

生徒が１名増え、全体で８４名という結果となってございます。 

それから、その下の通級学級でございますが、４月にご報告さ

せていただいた数値に変更はございません。末広、西、本町、渋

沢の４校において、合計６２名が通級しておる状況でございます。 

続きまして、資料№６をご覧ください。市内１３校の小学校に

おいて、４月に児童に提供した学校給食を一般財団法人新日本検

定協会において検査した結果をご報告させていただきます。各学

校とも、資料に記載されておりますように、５日間を１検体とし

て、検査機関では、資料に記載があるように、放射性ヨウ素１３

１、放射性セシウム１３４及び放射性セシウム１３７、この３つ

の物質について測定しましたが、すべての学校について、全項目

で不検出でございました。 

なお、各項目で検出限界値が記載されておりますが、すべて同

じ検出器において測定されるものの、放射性物質の測定において

は、検体となる給食の質または重量に基づき変化してしまうとの

ことでございます。また、表の一番右側に記載しております内部

被ばくの実効線量でございます。これは、児童が５日間の給食に

よって体内に入った放射線量を示すものでございます。放射性物

質は不検出でございますが、例えば、検出限界値までの放射性物

質があったと仮定した推計数値でございます。例えば、表の一番
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上の渋沢小学校をご覧いただくと、５日間で０～０．０２３マイ

クロシーベルトと推計値が出てございます。この数値は、年間の

給食日数が１８２日でございますので、１年間に体内に入った放

射線量を計算すると０～４．１８６マイクロシーベルトになりま

す。この数値は、１年間で１，０００マイクロシーベルトが食品

衛生法の基準値でございまして、先ほどの１年間の数値を仮定し

た数字が４．１８６マイクロシーベルトでございます。それと比

べるとかなり低いことがわかります。 

次に、今後の測定の実施方法でございますが、５月については

民間業者で、６月からは東海大学で各校１回実施いたします。さ

らに、９月からの２学期からは、東海大学に新たに導入される新

しい測定機械により各校を毎週１回測定することになります。 

最後に測定結果ですが、市のホームページにおいて公表してお

ります。保護者に対しては、保護者に配布いたします給食の献立

表に記載して周知をしていきたいと思っております。 

 教育指導課長 「（７）第１回いじめを考える児童生徒委員会の開催結果につ

いて」、ご説明をさせていただきます。資料№７をご覧ください。 

去る５月６日、日曜日の午前９時半から１２時に堀川公民館で

開催いたしました。学校及び地域に子どもたちの取り組みを広げ

ていくことを今年度は重視していく所存でございます。 

参加者ですが、児童生徒は、学校行事で２名不参加でしたが、

４２名が参加、教職員が２０名、市Ｐ連の副会長が１名、望月教

育委員長、卒業生１名です。卒業生は昨年度の実行委員長で準備

等のボランティアで来てくれました。 

内容は、本年度、５年目になり、取り組みや流れ的には随分よ

くわかるようになってきました。子どもたちは、毎年毎年、新た

な一歩でありますので、今年も最初はアイスブレーキングという

形で子どもたちの緊張をほぐし、今までの活動についての様子を

説明し、実行委員長、副委員長を決めてまいりました。実行委員

長は渋沢中学校男子の生徒会長が選ばれ、副委員長は小学校から

１名選ばれました。いずれも、じゃんけんやくじ引きではなく、

話し合いを通して決まりました。参加した教職員に対しては、教

育指導課長から、この取り組みの意義、各学校においてこの取り

組みをぜひ広めてほしいと話をしました。 

次回は、８月２２日水曜日、南が丘公民館で実施予定です。今

年度は、地域の方にできるだけ参加していただきたいということ

も含めて、会場を変えていきたいということで、会場を周知しな

がらやっていきたいと思います。 
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なお、補足ですが、市Ｐ連の副会長からお褒めの言葉をいただ

き、メールでその時の様子についてまとめていただき、今後の取

り組みに期待しているとお話を受けました。市Ｐ連は、毎回、代

表の方に来ていただき、派遣されて、最初から最後まで子どもた

ちの様子を一緒に見ていただくことになっております。 

続いて、「（８）平成２４年度教科書展示会について」です。

資料№８をお願いいたします。今年度も教科書の展示会を行いま

す。本来、中地区の教科書センターが中教育事務所にございます

が、離れていることもあり、この時期、秦野市に分館という形で

教科書センターを臨時に置かせていただいています。場所は、本

町幼稚園の一教室をお借り、そこで教科書の展示を行います。期

間は、６月１５日（金）から２８日（木）、土日も開催いたしま

す。開催時間は記載のとおりですが、平日は中教育事務所で対応

されます。土日は、教育指導課、教育研究所の指導主事が分担し

て対応していきたいと考えております。 

一昨年、小学校の採択が行われ、昨年、中学校の採択が行われ

ましたので、採択については、今年度は小中の一般の教科書につ

いてはございません。ただし、学校教育法の附則第９条があるの

ですが、それにかかわる特別支援学級の児童生徒に対しての教科

書は、今年も採択することができますので、主にその対応があり

ますが、さまざまな教科書がそこにあるので、市民にも見ていた

だきます。 

なお、図書館２階にも教科書の閲覧コーナーがございます。こ

れは、図書館に常時置かせていただいております。 

続きまして、「平成２４年度教育研究所研究員委嘱式について」

でございます。資料№９をご覧ください。去る４月２４日ですが、

市役所において委嘱式を行いました。教育長から、委嘱状、任命

状を交付し、今年度１年間、教育研究について勤しんでほしいと

いうお話をされました。 

内容については、小中一貫教育の国語研究部会、算数・数学研

究部会、保健体育研究部会、防災教育研究部会、防災教育だけは

幼小中で出ていただいています。それから学校情報化推進研究部

会、５つの研究部会です。研究員は一覧にあるように、各校から

出ていただいて研究していただき、この研究成果を各校に広く生

かしていくことになっております。 

指導主事の話を聞きますと、この委嘱式の後、研究員会議を行

ったのですが、大変意欲的に取り組まれ、研究について、大変積

極的な意見が出ていたということで、今年度も、研究員それぞれ
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一生懸命やってくださっているという報告を受けております。 

 生涯学習課長 資料№１０「広域連携中学生交流洋上体験研修について」ご報

告させていただきます。 

今年度の洋上研修は、８月１日から３日の２泊３日で、１市４

町１村の参加のもと、実施いたします。募集は、既に、５月１５

日号の広報、それからホームページ、学校へはチラシ等を配布し

て、現在、ご協力いただいているところでございます。 

研修生１００人が仲間として一まとまりとなり共同生活をし、

交流と連携を深めてもらうということで、今年度のキャッチフレ

ーズは「ＯＮＥ ＨＵＮＤＲＥＤ ＰＩＥＣＥＳ」といたしました。

また、変更点は、参加費用について、従来２万円でしたが、参加

者の負担軽減という観点から、今年度は１万８，０００円にいた

しました。また、研修の内容は、ウオークラリー、それから海洋

観測等、昨年同様の形で実施していきたいと思います。 

 図書館長 それでは、次第１１番、「第２５回夕暮祭短歌大会（応募状況

等）について」、説明いたします。資料№１１をお目通しいただ

ければと思います。第２５回夕暮祭短歌大会について、秦野市出

身の歌人であります前田夕暮を顕彰して、その文学遺産を継承し

ていくということで、短歌のふるさとづくり事業を推進しており

ます。その関係で、今年も関東近辺、全国から、短歌の愛好者の

方から短歌作品を募集しまして、表彰式、講演会を開催する予定

であります。その中では、応募いただきましたすべての作品につ

いては、作品集を作成しまして、当日、希望される方にお配りす

る段取りで進めております。 

夕暮祭短歌大会については、昭和６２年から開催し、平成２４

年の今年で２５回目になります。 

日時ですが、今週末、５月２７日日曜日、午後１時半から、図

書館２階、視聴覚室において実施いたします。内容は、表彰式及

び表彰式の後、選者になっていただいた村岡先生、山田先生の２

名によります講演会を開催いたします。 

３番の「応募・参加状況」について、平成２４年、今年の第２

５回は、全国１人１種、から２３８作品の参加がありました。昨

年度は、１人２首で５０４首、応募者は２６６人ですが、ほぼ同

数の作品が集まっております。 

裏面、夕暮祭短歌大会の都道府県の応募状況になります。応募

数は、圧倒的に神奈川県が１４８件と多くなっております。あと、

東京、埼玉、千葉、茨城、群馬、栃木の順であります。また、遠

隔地になりますと、九州、宮崎県あるいは熊本県、また、北海道
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のからも応募があります。全作品におきます秦野市からの投稿の

割合が３９．５％、神奈川県の占める割合が６２．１８％、関東

地区からの投稿が７８．５７％になっております。当日について

は、選者から２５作品について選んでいただき、表彰を行います。

市長賞から教育長賞、図書館長賞、選者賞、佳作で、２５作品を

選んで表彰することになっております。 

望月委員長 ありがとうございました。 

それでは、教育長報告に対するご意見、ご質問を伺いたいと思

いますが、１１件ありますので、（１）から（４）まで、それか

ら（５）から（１１）まで、２つに区切りたいと思います。 

まず、（１）から（４）まで、ご質問、ご意見があればお願い

します。 

では、先ほど聞き漏らしてしまったのですが、逓次繰越と繰越

明許費が地方自治法で決められているわけですが、何らかの理由

がある場合にこれが認められるわけですが、その理由について、

聞き漏らしてしまったので、説明していただければと思います。 

 教育総務課長 通常、市の会計は、単年度会計、会計年度の独立の原則で、平

成２３年度予算は２３年４月から２４年３月３１日までに執行し

ていくことが会計の原則でございます。ただ、今回の場合は、予

算設定が耐震は国の補助金を前倒しでつけることで、その年度内

に執行は無理ですので、３月議会で、その補正予算、新たに平成

２３年度に耐震工事を行う予算の議決をいただいています。それ

と同時に、年度内の執行が難しいので、２４年度に事業費を繰り

越すという議決をいただいています。 

ここで何でという部分が出てくるわけですが、予算を繰り越し

する場合には、繰越計算書を６月議会に出してご報告をすること

になります。実際に、１億３，０００万の工事費の繰越明許を使

わずに平成２４年度に再執行しますということで行うわけです

が、額と事業名称は議決をいただいています。その予算の一番右

側に、例えば、財源の内訳ですとか、その辺を２４年度の予算現

額に入れるときには、当然、歳入の位置づけも必要ですから、そ

の必要な予算について、歳出は１億３，０００万、工事費に使い

ます。その財源は、例えば今回の工事費の場合ですと資料№３で

すが、未収入特定財源、まだ収入がない特定の財源、具体的には

国庫補助金になります。 

資料№２でご説明させていただいた継続費の逓次繰越ですが、

これは、２２年度から２４年度まで、本町中学校の校舎のような

大きい工事ですと１年間ではできませんので、２３年度に３カ年
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の予算を継続費で特別にいただいています。３カ年にそれぞれ額

を振っていますが、２２年度に余った部分は２３年度に繰り越し、

２３年度で余った部分は２４年度に繰り越す形になります。全体

で余った部分は、平成２４年度の決算で精算します。２４年度に

２３年度の継続費で余った部分全額の繰り越しを行い、歳入等の

手当てをお示しした計算書を６月議会で報告することでございま

す。 

望月委員長 ありがとうございました。 

教育長 もう尐しわかりやすく言いますと、市役所は単年度主義と言い

ましたが、歳入歳出をその年度内で全部処理する決まりがありま

す。ただし、出納整理期間が４月から５月末日まで２カ月間あり、

執行したものの支払いはこの出納整理期間で支払い終えるシステ

ムになっています。ところが、工事などの大規模なものですと、

３カ年かかると最初からわかるものは、３カ年分の予算を一度組

み、１年目は幾ら、２年目は幾ら、３年目は幾らと割り当てをし

ます。しかし、１年目に使った予算が尐し残った、あるいは半分

残ってしまったら、２年目に繰り越し、２年目でまた残ったら次

に繰り越すシステムになっています。市役所のシステムは、基本

は単年度で全部終わらせなければいけないのですが、実際に、そ

れでは事業ができないため、継続費の設定が法律上で認められて

います。 

望月委員長 ほかにいかがですか。 

内田委員 資料№４で建設公社の改修にいろいろな予算が出ていますが、

先ほどの本町中学校の校舎、あるいは渋沢小学校も、建設公社の

予算ということでよろしいでしょうか。 

 教育総務課長 先ほど、建設公社の事業計画書で平成２４年度３億円、２３年

度決算で３億２，０００万ほど使って改修を行うとご説明をさせ

ていただきました。その前に、資料№３で渋沢小の耐震改修のお

話をさせていただきましたが、渋沢小学校の耐震改修は公社の事

業ではございません。通常の市の一般会計の事業でございます。

実は、学校建設公社が市から委託を受ける事業は国庫補助の対象

事業になりません。今回の渋沢小学校の耐震改修工事のように国

庫補助の対象になるものは、公社ではなく一般会計の事業という

ことでございます。 

ちなみに、この耐震改修は、２分の１、半分を国庫補助で歳入

の割り当てができることになってございます。 

教育長 実は、この事業活動方針にある昭和４８年に公社をつくった当

時、秦野市の子どもの数が急激に増え、学校建設公社をつくって、
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学校建設公社が主体で学校をつくったという経過があります。そ

の当時は、公社が国庫補助対象としての受け入れができました。

しかし、その後、一般会計でないと補助金の対象とならないこと

になり、公社が新設校をつくるよりは、実質は改修、修繕を主体

的にやるようになりました。それは、公社の中で秦野市はそうい

う位置づけをしたために修繕ができます。修繕の位置づけをして

いないところは、建設だけで、実際に動いていない公社がありま

す。秦野市の場合は、これによって、一般会計で予算は組めない

が、３億円ないし３億５，０００万、当時は４億円でしたが、借

金をしながら、実行行為ができるという大変ありがたい組織です。 

望月委員長 ほかにどうでしょうか。 

（２）（３）（４）については、ほぼ同じようなことで、既に

決められていまして、これを６月議会にかけるわけですね。よろ

しくどうぞお願いします。 

では、（１）から（４）まではここで終わりまして、（５）か

ら（１１）まで、何かありませんか。 

加藤委員 資料№５、「園児・児童・生徒数及び学級数について」ですが、

昨年３月の震災直後は、被災されて秦野に来たご家族もいたと思

うのですが、今現在、被災されて秦野市に転入されてきて秦野市

に在籍している児童・生徒・園児はいるのでしょうか。 

 学校教育課長 現在、幼稚園が２名おり、それを含めて２０名が、現在、秦野

市に住んでいらっしゃいます。 

加藤委員 この年度変わりで、移動とかそういう動きは特にないですか。 

教育長 私が把握している限りでは、小中学校に１８名です。それが今

年の１月以降変わっていないです。それ以前は２２名でした。 

望月委員長 ほかにどうでしょうか。 

園児数の減ですが、いわゆる統合教育が９名増加しているとい

うことです。現在は、２名に１名加配でしたか、３名に１名でし

たか。 

 教育総務課長 ３名です。 

望月委員長 ３名に１名ですね。今、何名ぐらいいるのですか。統合として

採用している幼稚園の先生は何名ぐらいいるのですか。 

 教育総務課長 全部で４３名の臨時職員がいるのですが、すべてが統合対応で

はございません。産休代替などもございます。３０名ぐらいです。 

望月委員長 ありがとうございます。 

ほかにどうでしょうか。 

内田委員 資料№８について、教科書の展示ですが、例えば国語ですと、

今使っている出版社の教科書だけですか。それとも、他の出版社
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の教科書も展示されるということでしょうか。 

 教育指導課長 採択の対象になった教科書すべてを展示しています。 

内田委員 比較できるということですね。わかりました。 

望月委員長 ほかにどうでしょうか。 

 教育総務課長 先ほどの統合対応の臨時職員の数ですが、全体で臨時職員は４

３名で、そのうち３３名が統合加配の園児についています。３名

に１名ですが、障害の程度が重い場合は１対１というケースもご

ざいます。また、３名で割り切れない場合もございますので、人

数は３分の１で割った数字にはなりません。 

望月委員長 ありがとうございます。 

秦野市は非常に統合教育に力を入れていて、中地区でも、他の

市町にはない取り組みではないかと思います。そういうことで人

数も増え、それに対して市教委も対応している現状ではないかな

と思います。 

ほかにありませんか。 

加藤委員 資料№８、教科書展示会についてですが、以前にも申し上げた

ことがありますが、幼稚園に不特定多数の方が出入りする状況に

なると思います。何年か周期で、学校の安心・安全とか部外者の

侵入という話が出てくるのですが、今、具体的に閲覧に来られる

方の動線や幼稚園内で考えられていることがあれば、お聞かせく

ださい。 

 教育指導課長 以前は教育研究所内で行っていましたが、庁舎が閉鎖された関

係で、こちらにお願いをしている状況でございます。 

動線については、本町幼稚園の門を入り、園庭に入らずに、ま

っすぐ坂を上がったところの教室を使わせていただくということ

で、園にはご了解を得ています。なおかつ、中教育事務所の指導

員、もしくは、教育指導課や研究所の指導主事が常時いることで、

不特定多数の方が来られることについて対応しているということ

であります。以前にもこのお話はあったと思うので、今後どうい

う形が一番いいか、もう一度検討していきたいと思います。 

 学校教育課長 先ほどの被災者の方の人数でございますが、幼稚園が２名、小

学校が１１名、中学校が７名でございます。この４月に新たに小

学生になられた方は１１名のうち３名でございます。それから、

中学生については、７名のうち新１年生が２名でございます。 

望月委員長 ありがとうございました。 

加藤委員 その件ですが、なぜお聞きしたかというと、秦野市ではなく、

全国的に、被災地から来られた子どもがいじめにあうことを聞い

たこともありましたので、ここで給食の放射線量ということが広
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く公表されると、またそういうタイミングで、これをネタにいじ

めが起こることも考えられるという気がしたので、その辺のケア

を留意していただければと思います。 

望月委員長 ほかにいかがでしょうか。 

資料№９とかかわりがあるのですが、これを見させていただい

て、まだ全部見ていないのですが、非常に大事な視点が欠けてい

ると思っています。小中一貫教育社会科資料があるのですが、そ

れに対して編集方針を何も述べていません。つまり、小中一貫教

育でつくったということは、編集方針には配慮事項が必ずあるは

ずだと思うのです。それをしっかりと掲げておかないと、使う先

生方は戸惑ってしまうと思います。それから、編集方針の中で、

小中一貫教育に当たって、「こういう視点でつくってみた。活用

方法については、こんなようなことで活用してほしい。活用の配

慮事項はこういうようなことです」ということを入れておくと、

小中学校の社会科の先生方は、小中一貫教育の視点に立った授業

で、これはこういうふうに有効的に活用すればいいということが

わかるのではないかと思うのですね。せっかくこれだけのすばら

しいものができたのに、小中一貫教育という視点から見ると、そ

ういうことをしっかりと明確にしておかなければいけないのでは

ないかと思います。 

それから、国語部会、算数部会、保健部会とあるわけですが、

次のことについて、老婆心ながら話をさせていただきます。検討

の材料にしていただきたいのですが、秦野市で目指している子ど

もの像はどういうものか。そういうものをしっかりと押さえてほ

しいということです。もちろん、学習指導に準拠しながらです。 

それから、小中一貫教育という視点から考えると、重点項目を

作成したらどうですか。その重点項目の作成の仕方は、１、２、

３から９年という押さえで、学年別あるいは、低、中、高、中学

校という形でもいいです。それはいろいろ話し合うと出てくるの

ではないかと思います。それから、年間指導計画が当然出てきて、

また大事になってくると思います。あと、連続性です。継続性と

いう言葉もあります。それから系統性です。この連続性、系統性、

あるいは継続性という視点に立った指導の系統性の部分の一覧表

などもつくっておくと、見えてくるのではないかと思っているわ

けです。ですから、本市が目指している子どもたちに対して、育

てたい力を明確化する。あるいは、重点指導項目を作成、年間指

導計画あるいは指導内容の系統の一覧表などを作成してみるとい

いと思います。ですから、ここで小中一貫教育ですので、そうい
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うような視点に立って検討してもらうことを研究員に投げかけて

いただきたいと思います。 

それからもう一つ、これは研究との絡みですが、学校研究担当

者会などは設けているんですか。 

 教育指導課長 学校研究担当者会はございませんが、年度初めに、研究委託の

関係で、各学校の教頭先生にお集まりいただく場はあります。 

望月委員長 最近、尐し研究が弱いです。研究員の最初のときに、学校研究

とは何なのか目的がはっきりしてくると、内容も方法も見えてく

る。研究主題と副題を見ても、方法と目的が逆になっている部分

があります。学校研究とは何かということをしっかりと教育指導

課で話をしておく必要があると思います。主題と副題がごちゃま

ぜになっている感じがします。ですから、そういうことを研究員

と、研究とは何なのか、今後我々が目指していることは何かとい

うことも、しっかりと押さえてください。 

それからもう一つは、「探求」の先生方にも、年に二、三回あ

ると思うのですが、最初に、研究とは何かということをしっかり

と、その辺を指導していただきたいと思っています。 

ほかにどうでしょうか。 

 教育指導課長 教育研究所の研究冊子はほかにもございまして、６月にまた示

させていただくのですが、社会科は、６月５日の教育セミナーで、

各学校の代表者１名に来ていただき、委員長がおっしゃった、こ

れはなぜつくられたのかということ、それから扱い方についての

話をしつつ、先生方にも意見をもらって検討していきたいと思っ

ております。いずれにしましても、私自身も感じている部分で、

学校における研究が、委員長がおっしゃるように弱くなっており、

個人の研究も、先ほど「探求」というお話があったのですが、実

は「探求」への応募者がほとんどなくなってきている状況があり、

ここで学習指導要領も変わりましたので、改めて、学校研究、ま

たは個人研究について、きちんと指導していきたいと思っており

ます。 

望月委員長 よろしくどうぞお願いします。 

ほかにどうでしょうか。 

第２５回の夕暮祭短歌大会を見ると、全国いろいろ広がってい

るのですね。大変うれしく思いました。ぜひ、全国からたくさん

応募があるといいなと改めて数字で示していただいて、大変うれ

しく思いました。 

私もほっとしたことは、私の出身の山梨も５つあったというこ

とで、ほっとしているところですが、ぜひまた全国に広がるよう
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に引き続き努力をしていただければありがたいと思います。 

内田委員 これの広報はどういう形でやられるのでしょうか。特に神奈川

県内ですといろいろあるかもしれませんが、県外の方々、北海道

とか九州にはどういう情報を提供されているのかなと。 

 図書館長 夕暮祭の短歌の募集については、教育委員からご質問がありま

したように、県内のＰＲだけではなかなかいきませんので、短歌

の新聞、同人誌に募集の記事を載せ、その中でのＰＲを２月から

行い、いろいろなところの短歌の同人誌に募集をかけてＰＲしま

した関係で、全国から応募があったという状況でございます。 

内田委員 例えば、他県の教育委員会とか学校の教育系の情報網みたいな

ものはないのでしょうか。 

 図書館長 学校への依頼という形はしておりませんので、基本的には、愛

好の方という部分での同人誌あるいは新聞へのＰＲなので、また、

そういう部分が研究課題として伸びるかなと思いましたので、こ

れも勉強させていただければと思います。 

望月委員長 よろしくどうぞお願いします。 

ほかにありますか。 

 ―特になし― 

望月委員長 それでは、教育長報告に対するご意見、ご質問については、こ

れで終了させていただきます。 

次に、議案に入りたいと思いますが、今定例会には１件の議案

が提出されています。議案第１０号「平成２５年度に秦野市立小

学校及び中学校で使用する教科用図書の採択方針について」の説

明をお願いいたします。 

 教育指導課長 それでは、資料は、議案第１０号をご覧ください。 

平成２５年度、来年度使用の教科用図書になりますが、その採

択方針の提案をさせていただきます。 

提案理由は、神奈川県教育委員会が定めた採択方針に基づいて

秦野市の小中学校における教科用図書を採択するということで行

っております。 

採択方針が４つ出ています。１つは「採択権者の責任において、

公明・適正を期し、採択する」、２つ目は「文部科学省の『教科

書編集趣意書』、神奈川県教育委員会の『調査研究の結果』等を

踏まえ、学習指導要領に基づいて調査研究し、採択する」、３つ

目は「学校、児童・生徒、地域等の特性を考慮して採択する」、

４つ目、小中学校の特別支援学級で使用する教科用図書について、

これはいわゆる９条本ですが、これについて採択ということにな

っております。 
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神奈川県教育委員会の本年度の採択方針が出ております。県か

ら出ているものでございますが、要は、通常の学級で使用する教

科用図書と、附則第９条がありますが、特別支援の児童・生徒が

使用する教科書について基準等に沿って選ぶことになっており、

その採択方針の基準について幾つか項目が出ております。これに

ついては、お目通しいただければと思います。 

なお、義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律が

あり、その施行令の第１４条で、「同一教科用図書を採択する期

間」は「学校教育法附則第９条に規定する教科用図書を採択する

場合を除き、４年とする」という規定がございます。要するに、

小学校は、一昨年採択したので、そこから４年間は同じ教科書を

使い、中学校は、去年採択したので、今年から使いますので、４

年間はこれでいくことが法令に記載されておりますので、通常学

級の教科書については、今年度、選定作業は行いません。 

それから、附則第９条についてですが、特別支援の学校、特別

支援学級のお子さんが使用する教科書については、今後、教育指

導課での調査、それから、保護者の意向確認、学校との相談も含

め、その子にふさわしい教科書はどれかというような作業をこれ

からやってまいります。それについての結果、それから採択の案

として、教育委員会会議に提案をさせていただくことになると思

います。 

望月委員長 この件について質問はありますか。 

今、特別支援学級は、いわゆる本人の特性等に応じて一人一人

が採用していることはかなりあるのですか。Ａという子どもとＢ、

Ｃで、みんな違うというようなケースはあるのですか。 

 教育指導課長 多尐ばらつきは出るのですが、こういうお子さんにはこういう

ものという一定の指導方針等もございます。保護者の中には、み

んなと同じ教科書でやっていただきたいという方もいらっしゃい

ます。逆に、この子に合った教科書をぜひ選んでほしいという方

もいらっしゃいます。いずれにしても、１年間使う教科書でござ

いますので、どれを採択するかということについては、かなり丁

寧に一人一人検討していくような状況です。ですから、お子さん

によっては、一教科だけ違うものを使う、あるいは、地図は尐し

ビジュアルなわかりやすい地図を使うというケースもございます

し、算数、国語については、小学校６年生の教科書ではなく、例

えば、特別支援学校で使っている教科書もありますが、それを使

うケースもありえるということでございます。個々については、

その年々で変わってきますので、また後日報告させていただきた
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いと思います。 

望月委員長 指導は大変ですが、よろしくお願いします。 

最終的にはいつ決まるのですか。 

 教育指導課長 この６月に、担当の指導主事が各学校に行き、保護者の意向や

本人の状況を把握して、学校と相談しながら決めて、それを提出

していただき、理由等を細かく記載したものを７月の定例教育委

員会会議に提出させていただきたいと考えております。そこで採

択していただければ、その後教科書需要数報告に出させていただ

くことになります。 

望月委員長 ほかにどうでしょうか。 

 ―特になし― 

望月委員長 それでは、「議案第１０号 平成２５年度に秦野市立小学校及

び中学校で使用する教科用図書の採択方針について」、原案のと

おり可決することにご異議ございませんか。 

 ―異議なし― 

望月委員長 よって、議案第１０号は原案のとおり可決されました。 

次に、協議事項に入ります。「（１）平成２４年度教育委員会

教育行政点検・評価について」の説明をお願いします。 

 教育総務課長 それでは、協議事項、「平成２４年度教育委員会教育行政点検・

評価について」、ご説明をさせていただきます。 

地方教育行政法の改正に伴い、平成２０年度から点検・評価を

実施させていただいてございます。今年度で５回目になります。 

目的は、地方教育行政法にも書いてございますが、教育委員会

が自らチェックし、その活動の充実を図り、市民への説明責任を

果たすという、教育委員会の活性化、自らのチェック機能、説明

責任を果たすところにございます。 

点検・評価の対象ですが、平成２３年度におきます教育委員会

の活動、教育委員会会議を初めとして、学習会等の活動の状況及

び主要な取り組み、３ページから５ページに記載をさせていただ

いてございますが、５項目４５事業について、その事務の管理の

状況、また執行の状況についての点検・評価を考えております。 

今年は４５事業ということで、昨年度は４９事業、４事業ほど

減ってございます。平成２３年度から市の機構改革がございまし

て、スポーツの部門が市長部局に行きました。それが４事業なの

ですが、その部分は今回の点検・評価の対象事業から除かせてい

ただいてございますので、昨年より４事業減って４５事業という

ことでございます。 

点検評価の主体ですが、自己評価、内部評価、学識経験者の方
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の意見を活用しながら、最終的には教育委員会自らが点検・評価

を行っていくということでございます。 

進め方でございますが、６月下旬までに、事務の担当課が点検・

評価のシートによりまして自己点検・評価を行います。それに基

づいて、７月上旬から中旬にかけて、関係者等、教育部長を初め、

各教育機関の代表の方々に、それぞれ関連する項目について内部

評価をしていただきます。７月下旬に学識経験者による外部の意

見を聴取させていただき、８月の上旬に、各教育委員にお集まり

をいただきき、学習会を開き、４５項目ですから、それぞれ１０

事業前後に分けさせていただき、事務局の説明に基づいて記入し

て評価をしていただくということを考えてございます。 

そういう中で、でき上がりました点検・評価は、８月１７日を

予定しております教育委員会会議で議決をいただき、その後、庁

議、部長会に報告させていただいて、９月議会に文教福祉常任委

員会の委員に集まっていただき、協議会のような形でご説明をさ

せていただいて、その後に全議員に配付をさせていただく形で実

施をしていきたいと思います。 

この流れ自体は、昨年の流れと同様でございます。実は、５年

目を迎えているということも一つございます。それと、昨年度の

点検・評価をやった中で、外部の小林先生から、多尐マンネリ化

し、見直し部分の記載の量が減っているということ、また、平成

２２年度は植樹祭があって、中学生が集まって吹奏楽の事業を行

いました。こうした１回限りの事業になると、今の点検・評価シ

ートですと、今後どう改善してやっていくかという部分ばかりが

書いてございますので、１年で終わってしまうと、効果がなかっ

たような評価になり、Ａ、Ｂ、ＣのＣ評価になってしまうことが

ございます。シートの内容を今見直ししてございます。次回教育

委員会会議でも引き続き協議をいたしますので、そういった際に

は見直しを行った新しいシートを提出させていただきたいと考え

ております。 

望月委員長 この件について、ご質問、ご意見ございますか。 

 大体流れがわかってもらえたと思います。 

７月の教育委員会会議のときに、それぞれの分担を決めるので

すか。 

 教育総務課長 ６月、７月の教育委員会会議で協議をしていただき、８月教育

委員会会議で議決をいただくことになりますので、多尐日程は前

後するかもしれないですが、７月の時点でそういった部分をすべ

て決めさせていただくことになると思いますが、日程的には６月
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で調整するような形になると思います。 

望月委員長 今年度の外部評価者はどなたですか。 

 教育総務課長 従来、学校教育の方１名、生涯学習の方１名、大学の教授の方

を予定しております。現時点では未定でございますので、含めて、

また次回以降にご相談をさせていただければと思います。 

望月委員長 小中校も外部評価があるのですね。いわゆる学識経験者等によ

る外部評価は各学校も行うわけですが、なかなか学校へ行ってい

ない人が頼まれてやることに対して、指名される外部評価者も困

っている部分があるのですよね。この外部評価については、今い

ろいろと是非論があるところなのですが、まだこれから決まると

いうことですので、ぜひ、秦野市の教育について、学校教育、あ

るいは社会教育について、よく理解できている人にやっていただ

いたほうが、正確に、公平に、客観的に評価していただけるので

はないかと思いますので、もしまだ決まっていないのであれば、

そんなことを希望しておきたいと思います。 

ほかにいかがでしょうか。 

 ―特になし― 

望月委員長 では、この件については、これで打ち切らせていただきます。 

「その他」の案件、ございますか。 

 ―特になし― 

望月委員長 それでは、以上で５月の定例教育委員会会議を終了いたします。

ご苦労さまでした。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


